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声

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部 三重職業能力開発促進センター 生産性向上人材育成支援センター

旭ダイヤモンド工業株式会社 三重工場 様
所在地 三重県伊賀市
従業員数 ４０２名（２０２１年１０月１日現在）
事業内容 主にダイヤモンドおよび高硬度物質を応用した工業向け工具の製造販売、宝飾関係の加工販売

三重工場では電子半導体、機械工具、輸送機器、建設関連向けの各種切削、研削工具の製造を実施

■支援概要 ■利用者の声

把握した課題と要望
・現場では経験から培ったノ

ウハウが沢山あるが、感応
的な部分が多く、作業計画
や進捗管理が現場任せにな
り、近年は原価比率も悪化
しつつあった。

・業務改善を進めるには作業
者全員の原価意識を高める
こと、そのためには時間の
概念を持って作業を進める
こと、合わせて現場におけ
る問題発見力や課題解決の
手法を学ぶことが必要と考
えた。

訓練後の成果
・自分の仕事に自覚と一層の

責任感を持てるようになっ
た。

・時間の概念を持つことで原
価に対する意識が高まった。

・個人プレーからしっかりと
コミュニケーションが取れ
るようになり、連携して取
り組めるようになったこと
で活発な発言や活動に取り
組む姿勢が変わった。

提案内容
「業務効率向上のための時間管理」をきっかけとして、いかにして組織内で業務
改善意識を高めていけば良いかを考えるカリキュラムを提案した。

受講した訓練
コース名：「生産現場の問題解決」「業務効率向上のための時間管理」
実施時期：令和３年４月～７月
受講者数：延べ５５人

事
業
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の
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感想を教えてください。

自社内を会場とすることで多人数で受講することができました。研修は「業務効率向上の
ための時間管理」「生産現場の問題解決」をそれぞれ開催し、同一コースを管理職から一
般職まで受講しましたが、内容をそれぞれの立場にカスタマイズができ、それでいて方向
性が共有されベクトルを合わすことができました。
特に良かったことは普段部門間の交流は殆どありませんが、グループワークで他部門の参
加者と意見交換が出来たことは活動の幅が拡がるものと思います。研修後は習得した内容
を自部署で報告する時間をつくり実施したことで一層の理解が深まりました。

今後どのように訓練を活用していきたいか教えてください。

改善活動を継続するには目標を全員が共有し意識を合わせることが重要と思います。外部
講師による指導、実体験などを交えた講義は良い刺激になります。受講者以外の業務でも
まだまだ個人プレーの作業が多く、問題提起や課題解決をグループで取り組む重要性や手
法を習得・実行するために今後も訓練を利用していきたいと考えています。
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感想を教えてください。

話を聞くだけでなく、合間にディスカッションを挟む形式であったため、最後まで集中し
て受講することができました。また内容の面では「改善」に対する考え方、取組方法を実
戦形式で学べたのも良かったです。
訓練後は、各工程の作業で「あるべき姿」を意識するようになりました。どうすれば、ば
らつきを少なく出来るか、また作業の必要性を考え、不要であったり、簡易的な方法をブ
レインストーミングで調整・置き換えをし、作業のムダをできる
限り省けるように取り組んでいます。

今後の抱負を教えてください。

改善活動は考える人数が増えた分だけいろいろなアイディアが
生まれる可能性があると思います。小さな内容でもアイディアを
どんどん出すことで回りの人を触発して、改善の良い雰囲気づく
りができればと思います。
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